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内容の要旨および審査の結果の要旨
グルコース（Ｇ）類似体である２－deoxyglucose（２－ＤＧ）は，燐酸化段階においてＧと競合し細胞内
Ｇ欠乏状態を引き起こす。２－ＤＧを全身投与した際には，２－ＤＧが，中枢神経系のneuroglucopeniaによ
る自律神経の賦活を介して，または膵局所での作用（すなわち膵島細胞への直接作用と膵内神経機構を介
する作用）により膵島ホルモン分泌に影響を与えると考えられる。そこで今回著者は，中枢神経系を含め
た全身効果が発現しないと考えられる少量の２－ＤＧを膵動脈内に局所的に投与し，２－ＤＧの膵局所での作
用のみを評価しようとした。さらに，膵への外来性自律神経機構の影響を除外するため，迷走神経切断，
内臓神経切断または膵除神経を実施したそれぞれのイヌを用いて，正常イヌと比較検討した。
［研究方法］雑種成熟イヌを用い，ペントパルピタール静脈内麻酔下に,上膵十二指腸動脈の十二指腸枝
より２－ＤＧを注入し，膵静脈および大腿動脈より採血した。[研究成績］１)正常イヌに２－ＤＧ１０ｍｇ/kｇ
を10分間にわたり注入した時，全身血（大腿動脈血）の２－DG濃度は６ｍｇ/dlと低値であり，この投与量
では，２－ＤＧの膵局所における効果だけをみていることが示された。膵静脈血IRI濃度は注入開始後１分
で一度低下後，５分と10分に頂値をみる２峰性上昇を示した後，注入終了後は速やかに前値に復した。膵
静脈血IRG濃度は，注入開始後１分に急峻な頂値を示し，注入中にもかかわらず５分には前値に復し，そ
の後漸増傾向を示した。２)両側迷走神経切断イヌではＩＲＬＩＲＧは正常イヌと同様同程度の増加反応を示
した。３)両側内臓神経切断イヌおよび膵除神経イヌでは，ＩＲＧは増加傾向を示したが有意でなく，正常イ
ヌに比し有意の低反応であった。以上の成績を要約すると，２－ＤＧの膵局所投与は，１)IRIの二峰性の増
加反応を惹起し，しかもこの反応は外来性膵支配神経に依存しなかった。２)交感神経節前線維に依存する
早期一過性のIRG反応を誘発した。本論文は，２－DGを膵局所に投与した際２－ＤＧによって起こるグルカ
ゴンおよびインスリンの変動，ならびに，この膵内分泌応答に対する膵神経機構の重要性を明かにした点
で，神経内分泌学に寄与する労作と評価される。
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